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博物館施設と連携して生物の多様性と自然愛護を総合的に学ぶプログラムの開発
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研究成果の概要： 世界自然保護基金は、2018年までに脊椎動物は60%減少したと発表した。生物多様性消失の流
れを止めるためにも、生物の多様性について実感を伴って理解することは喫緊の課題にもなっている。
 本研究では動物園・水族館等と連携して教材の開発と学習プログラムを考案する。これらの施設から離れた全
国のどこの学校でも活用することができる学習の開発を目指した。特に、学習指導要領（理科）で示された「生
命に関する自然の事物・現象を主として共通性・多様性の視点で捉えること」と道徳の「自然愛護」「生命尊
重」の内容項目に焦点を当て、理科と道徳との教科横断的な学習を開発することを主たる目的とした。

研究分野：理科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 学習指導要領では、既知の知識を生かした学習を総合的に運用できるようなカリキュラム・マネジメントをす
ることが求められている。しかし、学校現場ではそれぞれが分断された学習指導が行われており、学びの連続性
を意図した教材開発は積極的に行われていない。
 本研究では、学校が動物園、大学と連携し、「自然愛護」や「生命尊重」に関わる道徳と理科の教科横断的な
学習を開発する他、キャリア教育とも関連づけた授業をデザインすることができた。義務教育段階でこそ、教科
の枠組みを越えて生徒が多面的な視点で生物多様性保全を理解して保全に向けて行動できるようにする本研究の
学習プログラムの開発には大きな意義があると考えられる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
世界自然保護基金は、2018 年までに脊椎動物は 60%減少したと発表した。生物多様性消失の
流れを止めるためにも、生物の多様性について実感を伴って理解することは喫緊の課題にもな
っている。 
本研究では動物園・水族館等と連携して教材の開発と学習プログラムを考案し、これらの施設
から離れた全国のどこの学校でも活用することができる学習の開発を目指した。特に、学習指
導要領（理科）で示された「生命に関する自然の事物・現象を主として共通性・多様性の視点
で捉えること」と道徳の「自然愛護」「生命尊重」の内容項目に焦点を当て、理科と道徳との教
科横断的な学習を開発することを主たる目的とした。 
 
２．研究成果 
 学習指導要領では、既知の知識を生かした学習を総合的に運用できるようなカリキュラム・
マネジメントをすることが求められている。しかし、学校現場ではそれぞれが分断された学習
指導が行われており、学びの連続性を意図した教材開発は積極的に行われていない。 
本研究では、学校が動物園、大学と連携し、「自然愛護」や「生命尊重」に関わる道徳と理科
の教科横断的な学習を開発する他、キャリア教育とも関連づけた授業をデザインした。特に、
道徳授業における内容項目の「生命の尊重」と「自然愛護」に関する重点的指導として問題解
決的な学習に取り組むことで、道徳的価値の質的な深まりを図った。開発したものの具体や実
践による生徒の反応は次のようなものである。 
 
（１）授業展開 

実施日程 道徳の内容項目とテーマ 学習の内容 形式 
令和３年 
１２月１７日（金） 
授業１ 
 

道徳内容項目 
「勤労」「生命尊重」 
・動物園の獣医師になるまで 
・理想の動物園を考えよう 

講師の先生が中学から大学時
代に何を考えていて、それがど
う今の職業に繋がったのかと
いう仕事に就くまでのエビソ
ードを聞き、自分自身の将来や
職業観について考えを深めた。 

Ｚｏｏｍを
用いたオン
ライン授業 
 
生徒のグル
ープ学習 

令和３年 
１２月２０日（月） 
授業２ 
 

道徳内容項目 
「自然愛護」「生命尊重」 
・動物福祉の取組１ 
（モルモットの行動を生かし
た動物福祉） 

ホワイトタイガーという動物
を題材に「種」とは何か？野生
動物と家畜の違いは何か？な
ど考察することを通して、動物
福祉について考えた。 

Ｚｏｏｍを
用いたオン
ライン授業 
 
生徒のグル
ープ学習 

令和４年 
３月４日（金） 
授業３ 

大牟田市動物園の取り組みを
知る 

2019 年に大牟田市動物園をモ
デルとした映画「いのちスケッ
チ」を視聴した。 

教室での一
斉授業 

令和４年 
３月８日（火） 
授業４ 

道徳内容項目 
「自然愛護」「生命尊重」 
・動物福祉の取組２ 
（動物園と帝京科学大学とが
連携し、高齢ヤギの肢の装具
の開発を通した動物福祉） 

高齢動物の福祉を考えて育て
るために、理学療法士による装
具の開発について知り、動物園
の飼育動物にとっての幸せと
は何かについて考え深めた。 

Ｚｏｏｍを
用いたオン
ライン授業 

 
（２）深く思考するためのワークシートの開発 
授業展開に合わせて、考えを深めるための問いを講師の先生と協議の上で作成をしワークシー
トを開発した。 
①問いの例 

・「種」とは何か?野生生物と家畜の違いは何か。 
・動物園で生命の大切さを伝えるためのアイディアを考えよう。 
・飼育動物にとって幸せな暮らしとは何だろう。 
・今回の授業で学んだことや大切にしたいと思ったことは何か。 
・この橋を渡っているモルモットたちの気持ちを想像して書いてください。 
これはどういう意図があってやっているのでしょうか。 

・モルロードの取り組みを通じて、動物園からどのようなメッセージが伝わるだろうか。 
・動物福祉とは何だろう。 
・動物福祉を実現しようとしていくとき、動物園で具体的に取り組める幸せの形や動物園で  
生命の大切さを伝えるためのアイディアを考えよう。 



 

 

②開発したワークシートの例 

    

（３）授業スライド（例） 

     
（４）学習指導案の作成（例） 

  
（５）生徒の反応 
  全学習プログラムを終えて、生徒からは次のような自由記述の回答が得られた。 
・動物たちにもそれぞれ暮らしやすい生活があり、意思があることがわかった。動物園で
はハズバンダリートレーニングで動物と協力しながら健康管理などをすることによって、
動物と人間の相互関係に傷つけないように工夫していることもわかった。動物福祉につ
いてもっと調べたいと思った。 

・より良い社会にするために、人間だけではなく動物のためにできることを追求すること
の大切さを学ぶことができた。飼育動物のために何ができるのかをもう一度考えてみた
いと思う。 

・動物園や牧場などに行く機会が今まであったが、「動物にとっての幸せ」について深く考
えたことがなかったので、良い機会になりました。人間の都合で動物を傷つけたり振り
回してはいけないと思いました。動物園という場で動物を尊重するという講師の先生や
動物園の方針に感動をして、より動物を大切にしていこうと思いました。 

 
（６）課題 
  本研究は特に道徳授業における実践だったことから、道徳教育の性質上、生徒の変容
を量的解析により分析することは難しかった。本研究の成果をより客観性を担保して明
らかにするためには、より詳細な質的分析が求められることが課題となる。 

動物園（博物館相当施設）の役割

7

種の保存

教育・環境教育

調査・研究

レクリエーション
⽇本動物園⽔族館協会 ホームページより 6

KBC九州朝⽇放送2021年02⽉17⽇放送【第63話】

理学療法⼠がヤギを救う!?⾼齢ヤギとの奮闘記

https://kbc.co.jp/asadesu_kbc/detail.php?cdid=21338
8

２
動物福祉を実現しようとしていくとき、
動物園で具体的に取り組める幸せの形
や動物園で⽣命の⼤切さを伝えるため
のアイディアを考えよう。
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